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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

前第３四半期
連結累計期間

第64期
当第３四半期
連結累計期間

第63期
前第３四半期
連結会計期間

第64期
当第３四半期
連結会計期間

第63期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 12,303,71212,007,8174,207,0574,123,72115,789,899

経常利益（千円） 524,895 561,598 220,070 269,142 535,882

四半期（当期）純利益（千円） 290,211 263,138 117,990 149,674 274,024

純資産額（千円） － － 6,578,1796,683,8346,608,534

総資産額（千円） － － 14,229,17614,248,05914,168,793

１株当たり純資産額（円） － － 577.83 587.11 580.50

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
25.48 23.11 10.36 13.15 24.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 46.2 46.9 46.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
663,408 668,025 － － 1,448,144

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△423,037△471,497 － － △442,180

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△232,280△177,072 － － △629,263

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,745,1862,133,8472,114,182

従業員数（人） － － 378 398 384

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

EDINET提出書類

仙波糖化工業株式会社(E00494)

四半期報告書

 2/25



２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 398[105]

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は［　］内に当第３四半期連結会計期間の平均人員数を外数で記載

しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 340[13]

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は［　］内に当第３四半期会計期間の平均人員数を外数で記載して

おります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　

　当社グループは、食品製造販売事業のみの単一セグメントであるため、「生産、受注及び販売の状況」については製

品の種類別区分ごとに記載しております。　

　

(1）生産実績

区分
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

カラメル製品（千円） 740,518 100.7

粉末製品（千円） 851,883 108.3

凍結乾燥製品（千円） 154,947 99.9

造粒製品（千円） 972,753 69.3

ブレンド製品（千円） 352,949 127.0

その他製品・商品（千円） 171,123 104.5

合計（千円） 3,244,172 92.1

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）商品仕入実績

区分
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

その他製品・商品（千円） 486,311 105.9

合計（千円） 486,311 105.9

　（注）１．金額は仕入価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）受注状況

区分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

受注高（千円）
前年同四半期比
（％）　

受注残高（千円）　
前年同四半期比
（％）　

カラメル製品 778,252 103.1 92,886 117.3

粉末製品 1,721,637 248.3 84,982 91.5

凍結乾燥製品 176,426 108.9 12,138 106.3

造粒製品 997,129 79.7 69,439 111.4

ブレンド製品 334,873 118.0 25,102 69.1

その他製品・商品 1,934,853 267.9 78,576 118.1

合計 5,943,169 153.7 363,124 104.1

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4）販売実績

区分
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

カラメル製品（千円） 785,758 101.7

粉末製品（千円） 898,171 106.5

凍結乾燥製品（千円） 176,694 107.1

造粒製品（千円） 1,011,471 71.8

ブレンド製品（千円） 368,019 125.2

その他製品・商品（千円） 883,607 122.1

合計（千円） 4,123,721 98.0

　（注）１．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

　　　　　　総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

東洋水産株式会社 511,646 12.2 604,370 14.7

ユニフーディア株式会社 977,538 23.2 436,674 10.6

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

仙波糖化工業株式会社(E00494)

四半期報告書

 5/25



４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

  当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策の効果や海外経済の改善により、緩やかな回

復基調を示してきたものの、雇用情勢の悪化や長引く円高などで個人消費が低迷し、先行き不透明な状況で推移し

ております。 

　このような状況下、当社グループは、積極的な営業活動を推進するとともに、付加価値の高い商品開発、安全・衛生

重視の管理、さらには効率的な生産管理を行うことにより、利益体質の構築に努めてまいりました。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は41億23百万円（前年同四半期比2.0％減）となりました。

　製品の部門別売上高では、カラメル製品は、嗜好品でありますデザート関連向け製品が増加し、７億85百万円（前

年同四半期比1.7％増）となりました。粉末製品は、粉末茶及び和風調味料、ヘルスケア関連製品が増加し、８億98百

万円（前年同四半期比6.5％増）となりました。凍結乾燥製品は、製菓・製麺向け粉末山芋が増加し、１億76百万円

（前年同四半期比7.1％増）となりました。造粒製品は、お客様ブランドのヘルスケア関連製品が減少し、10億11百

万円（前年同四半期比28.2％減）となりました。ブレンド製品は、輸出用粉末味噌汁が増加し、３億68百万円（前年

同四半期比25.2％増）となりました。その他製品・商品は、即席加工食品向け具材、冷凍山芋が増加し、８億83百万

円（前年同四半期比22.1％増）となりました。

　利益面につきましては、売上高は減少しましたが、営業利益は２億73百万円（前年同四半期比31.9％増）、経常利

益２億69百万円（前年同四半期比22.3％増）、四半期純利益１億49百万円（前年同四半期比26.9％増）となりまし

た。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、当第２四半期連結会計期間

末と比較して１億42百万円増加し21億33百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は２億69百万円（前年同四半期は１億53百万円の獲得）となりました。 

　      　その主な要因は税金等調整前四半期純利益２億56百万円、減価償却費２億１百万円、たな卸資産の減少額２億48

百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は４億15百万円（前年同四半期は１億56百万円の使用）となりました。

　その主な要因は有形固定資産の取得による支出３億80百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は２億86百万円（前年同四半期は57百万円の獲得）となりました。

　その主な要因は短期借入金の純増加額４億36百万円、長期借入金の返済による支出１億43百万円であります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、66百万円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】 

 種類  発行可能株式総数（株）

 普通株式 36,000,000

 計 36,000,000

 

②【発行済株式】 

 種類

第３四半期会計期間末

現在発行数（株）

（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）

（平成23年２月10日）

上場金融商品取引所名又

は登録認可金融商品取引

業協会名

 内容

 普通株式 11,400,000 同左　　

 大阪証券取引所

 ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

 計 11,400,000 同左　　  －  －

 

(2)【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　 該当事項はありません。

　

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（千株）

発行済株式　
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金　
残高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 11,400 － 1,500,500 － 1,194,199

 

(6)【大株主の状況】

 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(7)【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       15,700 － 　　　 －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　11,379,700　 113,797 －　

単元未満株式 普通株式        4,600 － －

発行済株式総数    　　　　11,400,000　 － －

総株主の議決権 － 113,797 －

 

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数
（株）

他人名義所有
株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

仙波糖化工業㈱
栃木県真岡市並木

町２丁目１番地10
15,700 － 15,700 0.13

計 　　－ 15,700 － 15,700 0.13

　（注）発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 337 337 370 352 325 330 330 330 330

最低（円） 312 301 306 320 311 310 310 303 283

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期

連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１

日から平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。　 

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から

平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第

３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限

責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,163,847 2,144,182

受取手形及び売掛金 ※2
 4,031,105 3,478,302

有価証券 1,399 1,398

商品及び製品 970,737 1,158,303

仕掛品 302,704 345,775

原材料及び貯蔵品 500,532 626,548

繰延税金資産 76,343 173,367

その他 202,977 164,181

貸倒引当金 △15,729 △45,578

流動資産合計 8,233,919 8,046,482

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,893,908 1,960,707

機械装置及び運搬具（純額） 1,891,478 1,898,426

その他（純額） 545,800 526,784

有形固定資産合計 ※1
 4,331,187

※1
 4,385,918

無形固定資産 56,580 51,051

投資その他の資産

投資有価証券 743,788 886,568

繰延税金資産 554,545 463,741

その他 368,636 350,700

貸倒引当金 △40,599 △15,670

投資その他の資産合計 1,626,371 1,685,340

固定資産合計 6,014,139 6,122,311

資産合計 14,248,059 14,168,793
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 1,819,093 1,894,220

短期借入金 2,907,472 2,710,872

未払法人税等 111,625 87,246

賞与引当金 108,793 237,164

役員賞与引当金 1,500 2,000

損害賠償損失引当金 － 13,500

その他 710,978 538,180

流動負債合計 5,659,462 5,483,183

固定負債

長期借入金 262,872 531,076

退職給付引当金 1,433,511 1,399,206

資産除去債務 42,352 －

その他 166,026 146,793

固定負債合計 1,904,762 2,077,075

負債合計 7,564,225 7,560,258

純資産の部

株主資本

資本金 1,500,500 1,500,500

資本剰余金 1,203,109 1,203,109

利益剰余金 3,895,410 3,723,346

自己株式 △4,938 △4,938

株主資本合計 6,594,081 6,422,017

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 167,564 250,696

為替換算調整勘定 △77,812 △64,179

評価・換算差額等合計 89,752 186,516

純資産合計 6,683,834 6,608,534

負債純資産合計 14,248,059 14,168,793
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 12,303,712 12,007,817

売上原価 9,985,642 9,600,321

売上総利益 2,318,070 2,407,496

販売費及び一般管理費 ※
 1,774,067

※
 1,820,009

営業利益 544,003 587,486

営業外収益

受取利息 1,515 1,547

受取配当金 12,096 15,394

受取補償金 － 6,344

補助金収入 13,736 －

その他 14,124 15,915

営業外収益合計 41,472 39,202

営業外費用

支払利息 36,192 26,329

持分法による投資損失 11,196 17,838

為替差損 10,821 16,480

その他 2,369 4,441

営業外費用合計 60,580 65,090

経常利益 524,895 561,598

特別利益

損害賠償損失引当金戻入額 － 5,662

貸倒引当金戻入額 － 2,586

固定資産売却益 16,540 －

特別利益合計 16,540 8,249

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 42,438

固定資産除却損 15,592 18,933

支払補償金 30,673 12,599

投資有価証券評価損 － 7,659

借地権償却額 － 6,000

特別損失合計 46,265 87,630

税金等調整前四半期純利益 495,170 482,217

法人税、住民税及び事業税 37,624 152,672

法人税等調整額 167,334 66,406

法人税等合計 204,958 219,078

少数株主損益調整前四半期純利益 － 263,138

四半期純利益 290,211 263,138
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 4,207,057 4,123,721

売上原価 3,408,442 3,260,992

売上総利益 798,614 862,729

販売費及び一般管理費 ※
 591,192

※
 589,195

営業利益 207,422 273,534

営業外収益

受取利息 487 460

受取配当金 5,298 6,357

補助金収入 13,736 －

為替差益 1,881 －

その他 5,531 6,653

営業外収益合計 26,934 13,471

営業外費用

支払利息 10,943 7,818

持分法による投資損失 1,764 5,690

為替差損 － 3,652

その他 1,578 701

営業外費用合計 14,286 17,863

経常利益 220,070 269,142

特別利益

損害賠償損失引当金戻入額 － 5,662

貸倒引当金戻入額 － 1,632

投資有価証券評価損戻入益 － 1,155

固定資産売却益 16,540 －

特別利益合計 16,540 8,449

特別損失

支払補償金 30,673 12,599

借地権償却額 － 6,000

固定資産除却損 1,249 2,846

特別損失合計 31,923 21,446

税金等調整前四半期純利益 204,686 256,145

法人税、住民税及び事業税 △5,178 11,805

法人税等調整額 91,874 94,665

法人税等合計 86,696 106,470

少数株主損益調整前四半期純利益 － 149,674

四半期純利益 117,990 149,674
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 495,170 482,217

減価償却費 616,855 584,129

貸倒引当金の増減額（△は減少） 25,722 △4,919

賞与引当金の増減額（△は減少） △84,111 △128,371

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △500 △500

退職給付引当金の増減額（△は減少） △141 34,305

受取利息及び受取配当金 △13,612 △16,942

支払利息 36,192 26,329

為替差損益（△は益） 817 △676

持分法による投資損益（△は益） 11,196 17,838

投資有価証券評価損益（△は益） － 7,659

固定資産売却損益（△は益） △16,540 －

固定資産除却損 15,592 18,933

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 42,438

売上債権の増減額（△は増加） △1,106,139 △866,761

たな卸資産の増減額（△は増加） 108,960 357,289

その他の流動資産の増減額（△は増加） 28,777 △44,167

仕入債務の増減額（△は減少） 331,264 239,467

その他の流動負債の増減額（△は減少） 153,936 63,608

その他 48,034 △10,682

小計 651,476 801,193

利息及び配当金の受取額 13,443 16,461

利息の支払額 △33,551 △22,367

法人税等の還付額 54,085 －

法人税等の支払額 △22,046 △127,262

営業活動によるキャッシュ・フロー 663,408 668,025

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △30,000 △30,000

定期預金の払戻による収入 30,000 30,000

有価証券の取得による支出 △399 △399

有価証券の償還による収入 398 399

有形固定資産の取得による支出 △425,613 △424,662

有形固定資産の除却による支出 △2,495 △6,326

有形固定資産の売却による収入 17,000 －

投資有価証券の取得による支出 △3,434 △8,261

貸付けによる支出 △39,671 △16,775

貸付金の回収による収入 25,338 10,828

保険積立金の解約による収入 6,251 －

その他の支出 △3,648 △28,612

その他の収入 3,238 2,312

投資活動によるキャッシュ・フロー △423,037 △471,497
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 250,000 130,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △384,144 △401,604

リース債務の返済による支出 △3,430 △14,379

自己株式の取得による支出 △3,135 －

配当金の支払額 △91,570 △91,088

財務活動によるキャッシュ・フロー △232,280 △177,072

現金及び現金同等物に係る換算差額 △829 210

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,260 19,665

現金及び現金同等物の期首残高 1,737,926 2,114,182

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,745,186

※
 2,133,847
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 　該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事項の変更 　該当事項はありません。

３．会計処理基準に関する事項の変更 　(1）資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ

1,102千円減少し、税金等調整前四半期純利益は43,540千円減少しており

ます。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

44,013千円であります。　

　 　(2）「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関

する当面の取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計

基準第16号　平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10日）

を適用しております。

　これによる経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はあり

ません。　

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日　
至　平成22年12月31日）　

　（四半期連結損益計算書）

　　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日　
至　平成22年12月31日）　

　（四半期連結損益計算書）

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

棚卸資産の評価方法 　実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間に係る実地棚卸高を基礎として

合理的な方法により棚卸高を算定しております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、13,080,961千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,826,581千円で

あります。

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休

日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処

理しております。当四半期連結会計期間末日満期手

形の金額は次のとおりであります。

　　　　　　　　　　 

 

受取手形 36,055千円

支払手形 16,727千円

　

  

EDINET提出書類

仙波糖化工業株式会社(E00494)

四半期報告書

18/25



（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当及び賞与 466,723千円

賞与引当金繰入額 36,119

役員賞与引当金繰入額 1,500

退職給付引当金繰入額 29,917

貸倒引当金繰入額 25,816

運賃 265,769

研究開発費 213,681

給料手当及び賞与 470,280千円

賞与引当金繰入額 34,434

役員賞与引当金繰入額 1,500

退職給付引当金繰入額 32,856

運賃 272,847

研究開発費 228,102

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当及び賞与 120,172千円

賞与引当金繰入額 36,119

役員賞与引当金繰入額 500

退職給付引当金繰入額 6,513

貸倒引当金繰入額 16,809

運賃 88,589

研究開発費 72,743

給料手当及び賞与 121,183千円

賞与引当金繰入額 34,434

役員賞与引当金繰入額 500

退職給付引当金繰入額 1,213

運賃 93,778

研究開発費 66,952

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,785,186千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預

金
△40,000

現金及び現金同等物 1,745,186

 

現金及び預金勘定 2,163,847千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預

金
△30,000

現金及び現金同等物 2,133,847
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　11,400千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　15千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 91,073 8.00平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　　当社グループの連結売上高は、その全てが食品製造販売事業であるため、該当事項はありません。

 

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

  

【セグメント情報】

　当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

　当社グループは、食品製造販売事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年

３月21日）を適用しております。

　

EDINET提出書類

仙波糖化工業株式会社(E00494)

四半期報告書

20/25



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 587.11円 １株当たり純資産額 580.50円

 

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 25.48円 １株当たり四半期純利益金額 23.11円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

四半期純利益（千円） 290,211 263,138

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 290,211 263,138

期中平均株式数（千株） 11,387 11,384

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 10.36円 １株当たり四半期純利益金額 13.15円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

四半期純利益（千円） 117,990 149,674

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 117,990 149,674

期中平均株式数（千株） 11,384 11,384
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月９日

仙波糖化工業株式会社

取締役会　御中
 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松田　道春　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　正勝　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている仙波糖化工業株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、仙波糖化工業株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　      ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年２月９日

仙波糖化工業株式会社

取締役会　御中
 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松田　道春　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　正勝　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている仙波糖化工業株式会

社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成

22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、仙波糖化工業株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　      ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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